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＜参考資料＞収集したエビデンス（根拠）の全体像
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食育に関心を持っている
国民を増やす

朝食又は夕食を家族と一緒に
食べる「共食」の回数を増やす

地域等で共食したいと思う
人が共食する割合を増やす

朝食を欠食する国民を減らす

朝食

農林水産省ホームページ：http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/evidence/index.html
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①栄養素摂取（種類・量）

②食品摂取（種類、量）

③料理・食事構成・食習慣（間食・夜食）

④生活習慣（起床時間、就寝時間、喫煙）

⑤肥満・BMI・ローレル指数・体格・メタボリックシンドローム

⑥身体的健康（血液検査、体力、罹患リスク等）

⑦精神的健康（不安、ストレス、うつ、睡眠障害）

⑧学力・学習状況

⑨社会的つながり

⑩その他

計

計

中学校における学校給食の
実施率を上げる

学校給食における地場産物
等を使用する割合を増やす

栄養バランスに配慮した
食生活を実践する国民を
増やす

生活習慣病の予防や改善の
ために、ふだんから適正体重
の維持や減塩等に気をつけ
た食生活を実践する国民を
増やす

ゆっくりよく噛んで食べる
国民を増やす

食育の推進に関わる
ボランティアの数を増やす

農林漁業体験を経験した
国民を増やす

食品ロス削減のために何らかの
行動をしている国民を増やす

地域や家庭で受け継がれて
きた伝統的な料理や作法等
を継承し、伝えている国民を
増やす

食育に関心を持っている国民の割合

朝食又は夕食を家族と一緒に食べる
「共食」の回数

地域等で共食したいと思う人が共食
する割合

朝食を欠食する子供の割合

朝食を欠食する若い世代の割合

中学校における学校給食実施率

学校給食における地場産物を使用
する割合

学校給食における国産食材を使用
する割合

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日
２回以上ほぼ毎日食べている国民の割合

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日
２回以上ほぼ毎日食べている若い世代の割合

生活習慣病の予防や改善のために、ふだん
から適正体重の維持や減塩等に気をつけた
食生活を実践する国民の割合

食品中の食塩や脂肪の低減に取り組む
食品企業の登録数

ゆっくりよく噛んで食べる国民の割合

食育の推進に関わるボランティア団体
等において活動している国民の数

農林漁業体験を経験した国民（世帯）
の割合

食品ロス削減のために何らかの行動を
している国民の割合

地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な
料理や作法等を継承し、伝えている国民の
割合

地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な
料理や作法等を継承している若い世代の
割合

75.0% 90%以上

週9.7回 週11回以上

64.6% 70%以上

4.4％ 0％

24.7％ 15％以下

87.5% 90%以上

26.9% 30%以上

77.3% 80%以上

57.7% 70％以上

43.2% 55%以上

69.4% 75%以上

67社 100社以上

49.2% 55%以上

34.4万人 37万人以上

36.2％ 40％以上

67.4% 80%以上

41.6% 50%以上

49.3% 60%以上

目標 具体的な目標
（平成27年度）

（26年度）

（26年度）

（26年度）

（26年度）

（26年度）

（26年度）

目標値
第3次計画
作成時の値 （平成32年度）

＜参考資料＞ 収集したエビデンス（根拠）の全体像
・最終的に採択した論文について、研究内容と研究対象のライフステージに基づいて分類を行いました。

※研究対象者が複数のライフステージにまたがっている場合や、研究項目が複数ある場合もあるため、
各項目の合計数と実際に採択した論文数には、ずれがあります。

・内訳には、関連があることが示された研究だけでなく、関連があるかどうか示されなかった研究も
  含まれています。このパンフレットで取り上げている内容は一部分のみですので、より詳しく知りたい
  方はウェブページに掲載されているエビデンステーブルをダウンロードしてください。
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①主食・主菜・副菜のそろった食事

高校生 大学生 高齢者 計
一般
（成人）

②食事パターンと総死亡との関連

③食事パターンとがんとの関連

④食事パターンと循環器疾患との関連

⑤食事パターンと糖尿病・糖代謝異常との関連

⑥食事パターンとメタボリックシンドロームとの関連

⑦食事パターンと肥満との関連

栄養バランス

①食に対する意識

幼児 小学生 中学生 高校生 大学生 高齢者 計
一般
（成人）

②食に対する知識

③食習慣

計

農林漁業体験

幼児 小学生 中学生 高校生 大学生 高齢者 計
一般
（成人）


